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1． はじめに 

最近，生涯学習の分野でインターネットの利用が広が

っている．県や市町村の生涯学習案内情報，学習資源，

教材コンテンツをインターネットで提供するシステムが

増えている．時間と距離を超越し，空間的な制約のない

Web 上の自己学習を実現していくことができるようにな

ってきている． 

そのため，学習者の学習形態は，実世界の集合学習と

Web 教材の自己学習を融合した新しい学習形態と言われ

るブレンディッドラーニング[1]（以下，ブレンディン

グ）が増えている．ブレンディングはｅラーニングの利

点である情報提供効率の高さと，集合学習の利点である

人間性を組み合わせた学習方法である．高等教育[2] [3]と

企業内教育[4] [5] においては，支援システムを利用するこ

とにより，ブレンディングの有効性が示されている．ま

た，学習効率・効果を高めるだけではなく，学習進捗管

理，教師の負担軽減を目的としたのシステム[6] [7]もある． 

一方で，生涯学習分野でのブレンディングへの取り組

みは，他の分野と比べて遅れており，支援システムがま

だ少ない．生涯学習におけるブレンディング情報を提供

するサイト[8]はあるが，ブレンディング展開の支援がで

きない．また，生涯学習の基本は，自分の興味・関心に

基づいて行われるもので，学習者の参加意欲を高めるこ

とが重要である．従って，高等教育と企業内教育で使わ

れている支援システムをそのまま適用することは適切で

ない． 

そこで本研究では， 

• 生涯学習の特徴を重視するブレンディング展開の支援 

• 学習活動の選択・参加に役立つブレンディング情報の

提供 

という目的で，生涯学習におけるブレンディング支援

システム（ Blended Learning Support System for lifelong 

learning，略称 BLSS ）を提案する．  

本稿では，まず，2 章で BLSS の特徴について述べ，3

章では BLSS 設計の概要について論じ，そして，4 章では

試作した BLSS の評価実験とその結果を報告する，最終章

でまとめとする． 

 

2． 生涯学習におけるブレンディングと BLSS の
特徴 

自治体が構築した Web 上の生涯学習支援システムが増

えている．これらを情報提供の場と学習交流の場の視点

から見ると，2つに分類できる． 

（1） 学習情報提供システム．生涯学習講座，講演会，

イベント等の学習活動の案内情報を提供するシステム．

総務省 2003 年の統計によると，238 の自治体が情報

提供サイトを立ち上げている． 

（2） 学習支援システム．Web 教材を提供し Web 上の学

習を支援するシステム（例：[14] [15]）．また他の補

助技術（電子メール，掲示板）を組み合わせ，交流も

促進する．  

 

本システムは，生涯学習者の主な学習形態としての実

世界の学習と Web 上の学習を融合したブレンディングを

支援する新しいシステムである．本システムと既存シス

テムの区別を表 1，また本システムの構造を図 1に示す． 

 

表 1 システムの区別 

システム 提供する情報 支援する学習形態 

学習情報提供システム 案内情報 実世界の学習 

学習支援システム Web 教材 Web 上での学習 

本システム（BLSS） ブレンディング 

情報 

ブレンディング 

 

  

図 1 システムの構造 

 

本システムの特徴は以下の通りである． 

・ 実世界学習活動の案内情報（Learning Activity，略

称 LA）と Web 教材情報（Learning Object，略称

LO）を統一的に管理 

・ これらの情報を関連付け，多様なブレンディング

プログラム（Blended Learning Program，略称 BLP）

の展開の対応 

・ 学習活動の選択・参加に役立つブレンディング情

報の提供 
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まず，実世界学習活動の参加に重要な案内情報と Web

上の学習に欠かせない教材情報をメタデータで体系的に

管理する．それによって，情報の登録，検索，管理又は

関連付けが容易になる．次に，ブレンディングの要素を

“カード”で記述し，情報を関連付け，ブレンディング

のプログラムを作成する．この“カード”を利用するこ

とにより，多様なプログラムに対応できる．よって，本

システムは，既存システムの単一的な情報の提供に比べ，

学習活動の選択・参加に最も役立つブレンディング情報

を提供する． 

 

3． BLSSの基本設計 

3.1 学習情報の管理 

幅広い学習分野を持つ生涯学習において，いかにあら

ゆる分野の教材を充実させるかが課題である．BLSS は教

材の効率的な流通と利便性の高い活用・再利用をするた

め，教材属性について既存の記述方法 LOM（Learning 

Object Metadata） [9]規格を採用した．LOM は国際組織

IEEE・IMS が開発した学習オブジェクトを記述するため

のメタデータである．教育情報ナショナルセンター[10]や

教育メディアポータルサイト[11]等において LOM による

情報検索，情報提供が行われている． 

本研究での学習情報は，Web 教材情報（LO）だけでは

なく，学習活動案内情報（LA）をも含んでいる．2 種の

情報の管理・処理を容易に行うために，BLSS は，他のシ

ステムと異なり， LAにも LOMを付与した．LAは実世界

の学習活動を表す情報であるため，LO と同じく，“教

育”，“分類”等の属性を持っている．  

 

表 2 LO，LA の LOM 項目（*検索項目） 

Database IEEE/LOM Metadata 

LO LA 

1.1General/identifier (*) LOID LAID 

1.2General/title (*) title title 

1.4 General/description description description 

2.2 Life Cycle/status  status status  

3.2 Meta-Metadata/ contribute contribute contribute  

4.1Technical/format (*) format 

4.3 Technical/location location 

 

5.2Educational/learning resource 

type(*) 

learning type learning type  

5.6Educational/context (*) context context 

5.7Educational/typical age range 

(*) 

age age 

6.2 Rights/ copyright and other 

restrictions 

restriction restriction  

9.2.2classification/taxon   (*) classification classification 

9.4classification/keyword   (*) keyword keyword 

Extend two new elements for LA 

Period       (*) begindate, 

enddate 

Place         (*) 

 

placeid, 

description 

実世界の学習活動は Web 上の学習と異なり，場所，時

間に限定される学習である．そのため，LAでは，LOMに

はない“場所”，“時間”の 2 項目を新たに追加した．

また，LA は LO のように“技術”に関する項目はない．

そこで，“技術”項目を省略した． 

このように LO，LA に対して統一的な仕様の管理をす

ることにより，登録，検索，管理，関連付けといった処

理がより簡便となる[12]．BLSS はデータベースを用いて

情報を管理する．メタデータとデータベースの対応関係

を表 2に示す． 

BLSS は，学習情報の LOM 管理機能（登録，編集，削

除）を提供する．また，Web 教材に対して，“状態チェ

ック”機能も提供する．Web 教材は別のサーバにある場

合に，教材の利用状況を把握することが必要となる．

BLSS は，定期的に教材を参照し，教材の利用状態をチェ

ックする． 

3. 2ブレンディングプログラム（BLP）の作成 

一定の学習目標に基づき学習テーマ，内容，方法，順

序等を組み合わせたものを学習プログラム[13]という．本

研究では，学習活動の組み合わせ方に特に着目している．

組み合わせに必要な情報をカード（表 3）で記述する．各

学習活動およびカード群は BLP に構成する．最も簡単な

BLP は 1 つのカードで 2 つの学習活動を関連付ける形で

ある（図 2）．このカードを利用することで，多様なリン

クが作成できる．しかしリンクだけでは，学習者に学習

の目標と方向性を伝えることができない．そして，本研

究では，学習の効果と持続性を重視し，ブレンディング

のスタイルを利用した体系的な BLP の作成を支援する． 

ブレンディングのスタイルには，基本的に Vertical Style

と Horizontal Styleがある（図 3）． 

Vertical Style は，ある学習活動に対していくつかの補助

的な活動を行うスタイルである．このスタイルは，学習

内容がより深く理解でき，効果的な学習が期待できる． 

Horizontal Style は，ある学習活動が終わった後，次にど

のように進むかという時系列的な流れを示すものである．

このスタイルは，持続的な学習を支援する． 

               

                    表 3 カードの項目

 

図 2 カードの利用 

 

 

 

 

図 3 ブレンディングの基本スタイル 

BLP ID 

BLP Name 

BLP Style 

Order 

Resource ID 1 

Resource ID 2 

Guide description 

(Method, Goal, Relation) 



 

 

図 4 BLP の例 

 

この二つのスタイルに基づいて，より多様な BLP（図

4）に対応できる．カードにある“BLP ID”項目により，

他のプログラムを区分でき，明確的な BLP が作成できる． 

3.3ブレンディング情報提供 

BLSS は，学習者に学習活動の選択・参加を支援するた

めのブレンディング情報提供機能と，Web 上の学習を支

援するための学習機能を提供する． 

� ブレンディング情報提供機能 

BLSS は LA，LO の検索機能を有する．検索項目を表 2

に示す．メタデータを利用することにより，検索の利便

性が高まる．検索結果は，検索条件に一致する LA，LO

の表示だけではなく，その情報に関連付けられた BLP も

表示する．学習者に，より多くの情報を提供することで，

学習活動の選択が便利になる． 

また，BLSS は BLP の一覧（図 5）も提供する．BLP の

タイトルをクリックすることにより，各学習活動および

カード群を体系的に表示することができる．この学習活

動情報と指導情報を統合したブレンディング情報の提供

は，学習活動への参加に役立つ． 

 

 

図 5 ブレンディング情報提供機能の利用イメージ 

 

� 学習機能 

学習において重要なことは，教材の学習だけではなく，

教材に対して教師又は他の学習者からのコメントを参考

にすること，BLP を理解することも学習の一部分である．

そこで，学習画面には，BLP，掲示板，教材，メタデータ

の情報を同時に一つの画面（図 6）に表示した． 

生涯学習は学習ニーズに応え，年齢や職業等を限定せ

ず広く市民が参加できることが特徴であるため，使いや

すさ，分かりやすさ等のユーザビリティ特性を考慮した． 

 

図 6 学習機能の利用イメージ 

4． BLSSの評価及び考察 

4.1 開発環境 

開発した BLSS には，汎用性が高いことから以下のソフ

トウェアを利用して行った． 

Web Server: Apache2.0.48, Tomcat5 

Database: MySQL 4.0.18 

Language: JSP 

4.2予備調査 

システムの性格上，学習活動情報や教材情報がない状

態では評価ができないため，どのような情報が教材とし

て適切か名古屋市生涯学習推進センターに聞き取りを行

った．教材は，以下のような条件が満足であれば使える

というコメントをもらった． 

・信頼性が高い教材を選ぶこと 

・営利を目的としたのものでないこと 

・個人情報を守ること 

・著作権者の利益を不当に害することとならないこと 

まず，以上の条件を満たしている利用許諾を得た名古

屋市公式サイト中のコンテンツ 20 件を選んだ．また，イ

ンターネットでフリーコンテンツ 15 件も選用した．コン

テンツの主な分野はボランティア，女性，環境，健康・

福祉，スポーツ，育児等で，形式は講演録，ビデオ，条

例，Web 版テキストである．次に，名古屋市の生涯学習

活動を掲載した Webサイトから 15 件最新の学習活動を選

択した． 

最後に，選んだ情報を登録し，情報を関連付ける 35 件

のカードと 15件の BLP を作成した． 

 

4.3ブレンディング情報提供に関する評価と考察 

BLSS を利用した 15 人に対してアンケートを行った．

方法は，今回の BLSS の情報源である「名古屋生涯学習情

報提供サイト」を見てもらった後で，BLSS を利用して比

較してもらった．この結果を表 4 に示す．表中の数値は，



5 段階評価のアンケート回答者の平均値であり，値が大き

いほど良いということを示す． 

 

表 4 評価結果 

ブレンディング情報の提示は学習活動の選択に便

利になっていますか 

4.2 

ブレンディング情報提供画面は使いやすいですか 4.0 

学習画面は使いやすいですか 3.8 

システムの有用性 4.0 

 

学習活動の選択・参加に関するブレンディング情報の

有用性について， 

・ 従来提供していた学習活動の説明内容が少ない，

今まではどんな活動が分からなかったが，ここで

提供された内容が充実していたため，内容がよく

分かって参加しやすい． 

・ いろいろな学習活動の前で迷った時，教材を少し

見て，自分が挑戦したい． 

・ プログラムの通りに，持続的な学習ができる． 

等の良好な評価を得た．また，被験者が BLSS を使うき

っかけに，学習興味を湧き，勉強したいという感想も得

た．これらの結果から，BLSS による情報提供は，既存の

単一的な情報提供と比べ，利用者の満足度が高いことが

示された． 

生涯学習活動に「興味がもてない」，「学習参加意識

が低い」といった問題点を，BLSS の使用により少しでも

改まったという評価が得られたことは意味が大きい．ま

た，改善点もある．今後の課題に以下のような機能を考

える． 

・ 検索結果が多い場合に情報の優先順位機能の追加 

・ システム検索の効率の向上 

・ 学習機能のインターフェースの改善 

4.4ブレンディング授業に関する評価と考察 

平成 17 年 1 月～2 月の間，名古屋市瑞穂青年の家が主

催した全 4 回（毎回 2 時間）の生涯学習講座「東アジア

もの知り学〜中国編」で，BLSS を利用したブレンディン

グを実施した．講座の講師がシラバス（1 件）と教材（5

件，その中にビデオ教材 1 件）を登録し，BLP を作成し

た．受講者は BLP の通りに，講座を受けたり，講座以外

の時間に BLSS に接続して Web で学んだりした．また，

システムを実装したパソコン 1 台を教室でも用意し毎回

授業前後(利用時間数約 20 分)に自由に使わせた．受講者

が少ないので，結果について定量的な評価を得るのは困

難であるが，講師，受講者から以下のような概ね良好な

コメントが出た． 

講師のコメント， 

・ 授業プログラムが容易に作成できた． 

・ 学習活動，教材の登録，編集は簡単にできた． 

受講者のコメント， 

・ 関連した教材を見ることができる一方，分からな

い部分も明白となり，講座受講時の関心度がより

高まった．  

・ Web 教材を利用することで，講座内容が理解しやす

かった． 

・ 都合の良い時間に繰り返し学習できる． 

BLSS は，ブレンディングの展開が支援できることが示

された． 

5. まとめと今後の課題 

生涯学習分野でのブレンディング形態を支援するシス

テム BLSS を開発した．BLSS の特徴は，（1）実世界学

習活動の案内情報と Web 教材情報を統一的に管理，（2）

これらの情報に基づいた多様なブレンディングプログラ

ムの作成の対応，（3）学習活動の選択・参加に役立つブ

レンディング情報の提供． 

実験評価の結果からみると，本システムは，学習の質

の向上，学習の持続性，生涯学習の一層の活発化できる

手段となることが確認された． 

今回は，少人数，短期的なブレンディング実験を行っ

た．今後は，生涯学習の多様な学習活動に対応するブレ

ンディングの実験評価をする必要がある．また，システ

ムを長期にわたり実際に運用して評価する必要がある．

それにより，必要機能や運用・管理体制の検討を行って

いきたい． 
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